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外 科領 域 にお け るCefuroxime axetil(CXM-AX)

の 基 礎 的,臨 床 的 検 討
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新 しく開発 された経 口用抗生剤てあるCefuroxime axetil(CXM-AX,SN407)に つ い て,外

科領域から分離された細菌に対する抗菌力を検討すると共に,皮 膚軟部組織感染症に投与し,臨 床

効果,安 全性および有用性について検討 し,以 下の結果を得た。

1.抗 菌力CXM-AXは 生体内で吸収された後にCefuroxime(以 下CXMと 略 す)と して抗

菌力を発揮するため,CXMの 抗菌力を測定 した。教室保存の臨床分離株S.aums,E.coli,K.

pneumoniuに 対 して各々のMICの ピーク値は0.78,3.13,1.56μg/mlと 良好な抗菌力を示 し

た。

2.臨 床成績 皮膚軟部組織感染症21例(瘤,皮 下膿瘍,感 染性アテローム8例,蜂 窩織炎5

例,創 感染6例,そ の他2例)に 使用 した。その結果,著 効2例,有 効17例,や や有効2例 で有

効率90.5%で あ ったこ。細菌の消長を検討 した13症 例中12例 で菌が消失 し,細 菌 の消失 率は

95.0%と 高率で,本 剤に起因すると思われる副作用は認めなかった。

以上より,本 剤は外科領域の皮膚軟部組織感染に対して有用な抗生剤 と考えられた。

Cefuroxime axeti1(以 下CXM-AXと 略 す)は 英 国

Glaxo社 で開 発 され た経 口用 セ フ ァ ロス ポ リン剤 で,経

口投 与に よ りほ と ん ど吸 収 さ れ な か っ たCefuroxime

(CXM)の1-acetoxyethyl ester誘 導 体 で あ る1)。 本 剤

はFig.1の 様 な構 造 を 有 し,そ れ 自体 は 抗 菌 作 用 を 有

さないが,経 口投 与 され る と腸 管 内 で 脱 エ ス テル 化 され

てCXMと して 吸収 され,抗 菌 作 用 を 発 揮 す る2)。 本 剤

の特徴 は β-1actamaseに 安 定 で あ るの で,抗 菌 ス ペ ク

トルが 広 く,従 来 の 経 口剤 て は 効 果 の 期 待 で きな か った

Ecoli,Klebsiellaの セ フ ァ ロス ポ リ ン耐 性 株 やcitro-

bacter ,Proteus,Enterobacterに も抗菌 力 を 示 す こ と

であ る2)。我 々は 本 剤 の 外 科臨 床 分離 株 に 対 す る 抗 菌 性

につ いて検 討を 加 え る と と もに,外 科 感 染 症 主 と して 皮

膚軟部組 織感 染 症 例 に 本 剤 を 投 与 し若 干 の 成 績 を 得 た の

で報告す る。

Fig.1 Chemical structure of CXM-AX

1-抗 菌 力

1.測 定 法

CXM-AXは 生体内てはCXMと して抗菌力を発揮

するため,CXMの 抗菌力を測定 した。臨床分離保存の

Fig.2 Susceptibility distribution of clinically
isolated to CXM (Cumulative)
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S.aurms 12株,E.coli 18株,K.Pmumoniu 13株 に

つ い て,CXMの 発 育 阻 止濃 度(MIC)を 日本 化 学 療 法

学 会 標 準 法2)に 従 い,測 定 した。

2-測 定 成 績

CXMのSaums(12株)に 対 す る抗 菌 力 はFig.2

に示 す よ うに0.2～1.56μg/mlのMIC分 布 を示 し,ピ

ー ク値 は0 .78μg/mlで あ った 。E.coli(18株)に 対 す

る抗 菌 力 は0.78～25μg/mlと や や広 いMIC分 布 を示

し,ピ ー ク値 は3.13μg/m1で あ った 。K.pnmmoniae

(13株)に 対 す る抗 菌 力 は0.78～6.25μg/mlのMIC分

布 を示 し ピー ク値 は1.56μg/mlで あ った 。

II.臨 床 的 検 討

対 象 は皮 膚 軟 部 感 染 症 を主 体 とす る 臨 床 症 例21名

で,症 例 の一 覧 表 をTable1に 示 す 。 性 別 は 男 性15

例,女 性6例 で,年 齢 は21歳 か ら76歳(平 均46歳)

で あ った 。 疾 患 の内 訳 は 痛,皮 下 膿 瘍,感 染 性 ア テ ロ ー

ム8例,蜂 窩 織 炎5例,創 感 染(含 熱 傷 後)6例,頸 部

リ ンパ 節 炎,肛 門 周 囲 膿 瘍 各1例 で あ った 。 こ の内15

例 に対 し外 科 的 処 置 を加 え た。

1.投 与 方 法

CXM-AXの 投 与 方 法 は250mgを1日2～4回 経 口

投 与 し,投 与 期 間 は2～12日(平 均6日),総 投 与量 は

2.0～12.0g(平 均5.0g)で あ っ た。

2.効 果 判 定

臨 床 効果 の判 定 に は,臨 床 症 状 あ るい は起 因菌 の消 失

を 目安 と し,3日 以 内 を 著 効,5日 以 内 を有 効,7日 以

内 を や や有 効,そ れ 以 外 は 無 効 と した(Table2)。 治 療

症 例21例 中 著 効2例,有 効17例,や や 有 効2例 で有

効 率 は90.5%で あ った(TabLe3)。

や や 有 効 例 は 症 例4と 症 例6で あ っ た。 症 例4は 頸 部

化 膿 性 リ ンパ 節 炎 で本 剤250mgを1日3回,7日 間 投

与 した 。 頸 部 の腫 脹 は 軽 減 し排 膿 も減 少 す る も完 全 には

消 失 せ ず や や 有 効 と判 定 した 。症 例6は 腹 腔 内膿 瘍 後 創

感 染 で本 剤250mgを1日2回,6日 間投 与 した 。局 所

Table 2 Criteria for evaluating effectiveness

of an agent on infectious diseases

in the  field of surgery

Table 4 Bacteriological responses of CXM-AX

症状は軽快するも排膿が持続 しやや有効と判定した。検

出菌はS.aurmsで あ ったが,病 巣の痩孔化が同部への

薬剤到達を妨げたものと考えられた。

Table 3 Clinical result of CXM-AX
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3.細 菌学 的 効 果

検出菌 種 は10種 でTable4に 示 す よ うに,Samms

2株,5.epidemidis 4株,s.hominis 1株,Streptoco-

cms 2株,E.faecalis 2株E.coli 3株,K.pmumo-

niu 2株,E.clouae 1株,C.freundii 1株,Bactm-

idessp. 2株,計20株 が 検 出 され た 。本 剤 投 与 に よ り

S.mreus 1株 は残 存 す る も他 の19株 はす べ て除 菌 され

た。除菌 率 は95.0%で あ った 。 複 数 菌 感 染 は6例 で あ

ったが,い ずれ も除 菌 され 有 効 で あ った 。 外 科 的 処 置 が

15例 に加 え られ て い るが 好 成 績 が 得 られ た。

4.副 作 用

自他覚的 所 見 に つい ては 投 与 例 のい ず れ に も異 常 を 認

めなか った 。臨 床 検 査 値 異 常 に つ い て は,本 剤 投 与 前 後

の臨床 検査 値 をFig.3-1,3-2に 示 した 。 症 例4に 投 与

後肝機 能検 査値 異 常 が み られ た 。本 症 例 は 頸 部 リンパ 節

炎例で,本 剤 投与 後GOT50→100,GPT50→118と

上昇 した。 しか し本 例 は 本 剤 投 与 前 よ りGOT,GPTの

上昇を認 め,投 与 後 約1ヵ 月経 過 して もGOT71,GPT

115で あ り,こ のGOT,GPT値 上 昇 が 本剤 と関 連 が な

いもの と考 え られ た。

Fig.3-1 Laboratory findings before and after

administration of CXN1-A X
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III.考 察

CXM-AXはCefuroximeの1-acetoxyethyl ester誘

導 体 で 本 剤 は そ れ 自体 に 抗 菌 作 用 は な いが,経 口投 与 さ

れ る と腸 管 内 で脱 エ ステ ル 化 され,Cefuroxime(CXM)

と して 吸収 され,抗 菌 作用 を 発 揮 す る。

CXMは β-lactamaseに 安 定 で,こ れ ま で の経 口剤 で

は効 果 の期 待 で き なか った 瓦coli,Klebsiellaの セ フ ァ

ロス ポ リ ン耐 性 株 やCitrobacter ,Protms,Enterobacter

に も抗 菌 作 用 を示 す 。 今 回 我 々 は外 科 臨 床 株 に対 す る本

剤 のMICを 測 定 す る と共 に,外 科 的 感 染 症 に対 す る適

用 を検 討 す るた め21例 の 外 科 的 感 染 症 に 対 す る治 療 効

果 を 検 討 した 。S.aurms 12株,E.coli 18株,K.pneu-

moniae13株 に対 す るMICピ ー ク値 は,0.78,3.13,

1.56μg/mlで あ り,良 好 な抗 菌 力 を 示 した 。 皮 膚 軟 部

感 染19例,そ の他2例 に対 す る臨 床 効 果 は著 効2例,

有 効17例,や や有 効2例,有 効 率90.5%の 結 果 が 得

られ た。 細 菌 学 的 に も10種20株 が 検 出 され た が,本

剤 投 与 に よ りS.mrms1株 を除 い て いず れ も除 菌 され

た。 本 治験 の対 象 とな っ た疾 患 は皮 膚 軟 部 組 織 感 染 症 で

あ り,こ の 感 染 症 の 起 因 菌 が 主 と して グ ラム陽 性 球 菌,

中 で も ブ ドウ球 菌 が 主 体 を 占 め る こ と3),及 び 比 較 的 軽

Fig.3-2 Laboratory findings before and after

administration of CXM-A X
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症例が多く適切な外科的処置が加えられたため高い有効

率を示したものと考えられるが,本 剤はセファロスポ リ

ン耐性株にも抗菌力を有 し,抗 菌力もす ぐれているため

有効性が優れているものと思われた。副作用は下痢等が

報告されている2)が本治験では全例認めなかった。また

本剤投与後のGOT, GPTの 上 昇が1例 に認められたが

本剤との関連はなかった。

CXM-AXは 皮膚軟部組織感染症に対 して有効性が高

く,副 作用の少ない有用性の優れた薬剤と考えられる。

文 献

1) SOMMERS. DE. K.; M. V. WYK, P. E. O. WILLIAMS
& S. M. HARDING: Parmacokinetics and tole.
rance of cefuroxime axetil in volunteers
during repeated dosing. Antimicrob. Agents
& Chemother. 25: 344,347. 1984

2) 日本 化 学 療 法 学 会: 最 小発 育 阻 止濃 度 (MIC) 測

定 法再 改 訂 に つ い て (1968年 制定,1974年 改

訂)。 Chemotherapy 29: 76～79, 1981

3) 黒坂 公 生: ブ ドウ球 菌 感 染症 。 日本臨 床, 春季増

刊, 感 染 症 学 の進 歩: 495～501, 1985

FUNDAMENTAL AND CLINICAL STUDIES ON CEFUROXIME

AXETIL (CXM-AX) IN THE FIELD OF SURGERY

TAKASHI YOKOYAMA, NOBUKAZU MIYOSHI, TAKASHI KODAMA,

YOSHIO TAKESUE and MITSUAKI OKITA

The First Department of Surgery, Hiroshima University, School of Medicine

AKIHIRO KISHI and MITSURU NAKAGAKI

Kake Municipal Hospital

Cefuroxime axetil (CXM-AX, SN 407), a newly developed oral antibiotic, was evaluated for its

antibacterial activities against clinical isolates in the surgical field as well as for clinical efficacy, safety

and usefulness in skin and soft tissue infections.

The results were as follows.

1. Antibacterial activities

As CXM-AX exerts antibacterial activity as Cefuroxime (CXM) after absorption in vivo, MICs of

CXM were determined. CXM showed strong antibacterial activities, its peak MICs for clinical isolates

of S. aureus, E. coli and K. pneumoniae being O. 78, 3.13 and 1.56 ƒÊg/ml, respectively.

2. Clinical results

CXM-AX was used for treatment of 21 cases of skin and soft tissue infections (8 of fruncle, hypo.

dermic abscess and infectious atheroma, 5 of phlegmone, 6 of wound infection and 2 of others).

The clinical efficacy was excellent in 2, good in 17 and fair in 2, the efficacy rate being 90.5%.

Among 13 cases examined for bacteriological response, bacterial strains were eradicated in 12 cases,

with the eradication rate as high as 95%. Adverse events attributable to CXM-AX were not observed.

From the above results, CXM-AX is considered to be a useful drug for the treatment of skin and

soft tissue infections in the surgery.


